はじめに いま「福祉思想」というテーマを考えることの意味 by 広井, 良典 & HIROI, Yoshinori
2 
 
はじめに いま「福祉思想」というテーマを考えることの意味 
 
 本報告書は「福祉思想」を主題とするものである。初めに、現在の日本社会において「福
祉思想」というテーマを設定し、それについて考えることにどのような意味があるのかに
ついて、簡潔に記してみたい。 
 あらためて確認すれば、戦後から最近までの日本社会とは、高度成長期を中心に、限り
ない経済成長あるいは物質的な冨の拡大ということを国を挙げての目標とし、そこに向か
って駆け抜けてきた社会であった。それは言い換えれば、経済というパイの拡大を通じて
“みんなが得をする”社会であり、いわば「損得」という物差しだけでほぼ全ての問題が
解決する社会だったと言える。 
 現在はそうした時代ではない。モノがあふれる社会になって人々の物質的な需要はほぼ
満たされ、かつてのように経済が無限に拡大するような状況はなくなり、他方で、高齢化
や社会保障の問題が典型であるように、冨をどのように「分配」するかが中心的なテーマ
の時代となったのである。そうなると、以前のように「損得」という発想だけではおよそ
解決がつかない問題が多く現れることになる。そもそも「分配の公正」とは、「平等」とは
何かといった根源的なテーマを避けて通れないのであり、したがって、政策や制度の議論
と並んで、実は今もっとも求められているのは制度の根底にある「福祉思想」についての
議論や考察の深化ではないか。 
 この場合「福祉」という言葉は、いま述べた分配の公平や平等といったテーマに関わる
と同時に、その本来のもっとも広い意味は「幸福」である。これは、近年における「幸福
研究」の高まりや、ＧＤＰに代わる指標をめぐる国際的な動向とそのままつながる話でも
ある。 
 思えばイギリスで提起された「ポジティブ・ウェルフェア」では、“人間一人ひとりの可
能性を引き出し支援すること”が福祉の意味とされた。ひるがえって日本でも、たとえば
江戸期の思想家である二宮尊徳は、現代風に言えば“地域活性化コンサルタント”として
全国各地を歩き、農村の再生に尽力しつつ「すべての人や自然の事物に『徳』がある」と
いう思想を展開した（二宮尊徳を含む日本の福祉思想については、本報告書において詳細
に吟味される）。 
 時代の大きな転換点にある今、私たちは根本に返って「福祉思想」について思考を深め
る時ではないだろうか。 
（本報告書における基本的な枠組みと問題意識） 
 さて、本報告書では、こうした福祉思想について様々な角度から考えていくことになる
が、そこでの基本的な準拠枠となっているのは、次のような概念的枠組みである。 
 図をご覧いただきたい。これは、「個人－コミュニティ－自然」という３つの次元をめぐ
る構造を簡潔に示したものであるが、大きくはもっとも根底に「自然（ないし生命）」とい
う次元があり、その上に「コミュニティ」という次元が存在し、さらにその上層に「個人」
という次元が存在するという把握となっている。 
 この場合、あらためて言うまでもなく、近代的な思考や社会システムの枠組みにおいて
中心的な意味をもったのは上層の「個人」の次元であり、公共哲学等におけるリベラリズ
ムあるいはリバタリアニズムが基本的な関心を向けるのも、この個人という存在をめぐる
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位相であると言える。そしたまた、そうした（独立した）個人という存在を出発点とした
上で、その「権利(right)」や「自由」、「平等」あるいは分配の公正の意味を問うというの
が、福祉ないし社会保障をめぐる議論のひとつの重要な局面をなしている。 
 しかし他方において、個人は当初から独立ないし相互に孤立したものとして存在するの
ではなく、その基盤には「コミュニティ」という次元があり、また個人と個人の間の（互
酬性や相互扶助、協調的行動等を含む）関係性が存在する。それが図の真ん中のレベルで
あり、この位相に主たる関心を向ける思想の潮流のひとつがいわゆるコミュニタリアニズ
ムであるが、こうした個人と個人（あるいは個体と個体）との間の関係性や相互依存性に
ついては、たとえばソーシャル・キャピタル論や脳研究における「ソーシャル・ブレイン
（社会脳）」をめぐる議論、人間の協調行動に関する進化生物学的研究など、近年では文理
の枠を超えて様々な学問領域の関心事となっている（この点について、広井（2009）及び
同（2011）参照）。また、「個人の自由」ということに基本的な価値を置き、個人の内的な
規範や倫理ということには一次的な関心を向けない近代的な枠組みに対し、この次元にお
いては「徳（virtue）」といった内的な価値や規範原理のあり方が重要な課題となる。 
 以上、「個人」と「コミュニティ」という次元に関する若干の記述を行ったが、しかしな
がら、人間という存在をめぐる議論はこれらにおいて完結するものではない。すなわち、
人間がひとつの生物あるいは生命体として、あるいは自然の一部として存在する以上、そ
こには「自然」あるいは「生命」に関する次元が本質的な位相としてあるのであり、それ
が図におけるもっとも基底にあるレベルをなしている。 
 そして、「福祉思想」を考えていくにあたっては、以上のような個人そしてコミュニティ
をめぐる次元に着目した考察のみでは不十分であり、その根底にある、「自然」ないし「生
命」をめぐる位相にまで遡行し、その意味を正面から主題化し、かつそれを踏まえた上で
の新たな思想の枠組みや価値原理を構想していく必要があるのではないか。 
 本報告書における考察は、こうした問題意識をベースとして展開されるものである。 
 
（図）個人－コミュニティ－自然（生命）をめぐる構図 
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